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項 参照
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◇ 剣道試合・ 審判・ 運営要領 の手 引 き P25参 照
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に変える傾向が若干見られますが、極力「申し合わせ事項」には加えず「指導
」の形で対応します。規則に固執することなく「質実」という伝統文化の良さを

について従来の伝統 的な色や形

極 的にご活 用いただき、ご協 力をお願いいたします。

ヒリしない よ うに して く


